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PRDX1

PRDX1; PAGA; PAGB; TDPX2; Peroxiredoxin-1; Natural killer cell-enhancing factor A; NKEF-A;
Proliferation-associated gene protein; PAG; Thioredoxin peroxidase 2; Thioredoxin-
dependent peroxide reductase 2
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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子は、過酸化水素とアルキルヒドロペルオキシドを還元する抗酸化酵素ペルオキシレドキシンファミリーのメンバーをコードしています。コードされているタンパク質は、細胞内で抗酸化保護の役割を果たしている可能性があり、CD8(+) T細胞の抗ウイルス活性に寄与している可能性があります。このタンパク質は増殖効果を持ち、癌の発生または進行に関与している可能性があります。この遺伝子には、同じタンパク質をコードする4つの転写バリアントが特定されています。[RefSeq提供、2011年1月],触媒活性：2 R'-SH + ROOH = R'-S-S-R' + H(2)O + ROH.,機能：細胞の酸化還元制御に関与しています。グルタレドキシンからではなく、チオレドキシン系から提供される還元当量を使用して過酸化物を還元します。代謝中に生成された過酸化物を除去する上で重要な役割を果たす可能性があります。細胞内H(2)O(2)濃度を調節することにより、成長因子および腫瘍壊死因子αのシグナル伝達カスケードに関与している可能性がある。,誘導:ほとんどのヒト細胞で恒常的に発現している。血清刺激により、非形質転換細胞および形質転換細胞で高レベルに誘導される。,その他:酸化ストレスにより、Cys-52がCys-SO(2)HおよびCys-SO(3)Hに過酸化されて不活性化される。Cys-SO(2)HはH(2)O(2)を除去した後にCys-SOHに逆還元されるが、Cys-SO(3)Hは不可逆的に酸化される可能性がある。,その他:活性部位は、酸化還元活性なCys-52がCys-SOHに酸化される部分である。Cys-SOHは他のサブユニットのCys-173-SHと速やかに反応して分子間ジスルフィドを形成し、同時にホモ二量体を形成する。この酵素は、その後、チオレドキシンによるジスルフィド結合の還元によって再生される可能性がある。,PTM：M期にThr-90がリン酸化され、酵素活性が80%以上低下する。,類似性：ahpC/TSAファミリーに属する。,類似性：1つのチオレドキシンドメインを含む。,細胞内局在：質量分析法によって、ステージIからステージIVまでのメラノソーム分画中に同定された。,サブユニット：ホモ二量体。酸化によりジスルフィド結合する（類似性による）。AOP2とヘテロ二量体を形成する可能性がある。,
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	PRDX1 抗体を使用した HeLa 細胞の溶解液のウェスタン ブロット分析。
	

	PRX Iポリクローナル抗体を用いたHeLa細胞のウェスタンブロット分析。二次抗体は1:20000に希釈されました。
	

	パラフィン包埋ヒト肺の免疫組織化学分析、抗体は1:100に希釈された

